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（Short　note）

飯梨ハ デルタの地下地質

一ボーリングコア資料の検討一
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Abst蝸c乱：The　subsurface　geo1ogy　of　the　Imash1gawa　De1ta，s1tuated　m　the　eastem　part　of

the　Shmane　Prefecture　was　exammed　on　the　bas1s　of　the　ex1st1ng　dr111ed　data　A　bur1ed

va11ey，wh1ch　was　formed　durmg　the　Last－G1ac1a1Age，has　been　covered　by　prode1ta　muddy

sed1ments　The　va11ey　has　the　max1mum　depth　ofmore　than25m　be1ow　the　sea1eve1and　the

over1ymg　mu－ddy　sedments，wh1ch　were　formed　durmg　Jomon　Transgress1on，attam　to20m

m　th1ckness　The　Akahoya（K－Ah）Tephra（empted6300y　B　P）1s　mterca1ated　common1y
m　muddy　sedments　of　the　dr111ed　cores　Its　hor1zon1s　shown　area11y　m　the　f1gure　These

muddy　sedments　are　over1am　by　the　de1ta1c　sandy　sedments　ofabout1Om　m　th1ckness

KeyW⑪地：LastG1ac1a1Age，AkahoyaTephra，Imash1gawaDe1ta　JomonTransgressm

は　じ　め　に

　最近，飯梨川デルタでは安来道路建設工事等に伴

って，多数のボーリング掘削が集中的に行なわれ，

そのコア試料を観察する機会を得た．ラップはこれ

らのコア試料について，島根大学理学研究科修士論

文として詳細に検討を行い，飯梨川テルタの発達過

程を明らかにした（NguyenLapVan，1995MS）そ
の後，斐伊川流域地質調査事業（安来地区）で飯梨川

テルタの中海沿岸域で複数のボーリング掘削が行わ

れ，中村は前者のコア試料と併せて観察した．飯梨

川デルタのコア試料では，複数のコア試料でアカホ

ヤ火山灰，姶良Tn火山灰の広域示準テフラが確認

でき，飯梨川テルタの形成史の検討のみならず縄文
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　University，8060

海進期の中海の古地理を詳細に検討するうえで貴重

な資料となることが明らかになった．これらのボー

リング桂状図を資料として整理するとともに，飯梨

川テルタの地下断面，完新統中海層基底面高度分

布，アカホヤ火山灰層局度分布を作成した

　飯梨川デルタの既存ボーリンク資料は建設省計画

局ほか（1967），米子工業高等専門学校（1985）に整理

されており，増井ぽか（1994）は既存ボーリング資料

と新たなボーリングの観察に基づいて，飯梨川デル

タの地下構造を検討した．今回，資料を整理するに

あたって，これらの既存資料も参考とした．

周辺の地形。地質の概要

　飯梨川デルタは中国山地から流れ出て中海に注ぐ

飯梨川の下流に形成されたデルタで，飯梨川の東側

を流れる伯太川，吉田川のデルタと重なり，島根県

では出雲平野に次く広さを持つ能義平野を構成して

いる（図1）．中海は外海に比べ沿岸流，波浪が小さ

いため，飯梨川デルタは沖側へ三角形に突き出した

形態を持つ．飯梨川の集水域には白亜紀～古第三紀
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　　図1飯梨川デルタと既存のボーリング地点
F賂且。The　Imash1gawa　De1ta　and　the　ex1stmg　drl11ed　s1tes

の花嵩岩が広く分布する．こめ花嵩岩は深部まで風

化が進行して真砂化しており，中世から近世に盛ん

に行なわれた鉄穴流しによる山地の荒廃の影響も

あって，飯梨川は土砂の供給量が多く，天井河川と

なっている．

　飯梨川デルタの地下は，最終氷期中に形成され

た，標高一25m以深に達する埋没谷を埋める形で削

デルタ堆積層の泥層が堆積し，その上位にデルタ堆

積層の砂層が重なる．

　飯梨川の河口では多量の土砂の供給等によるデル

タの急速な前進によって荷重を受けた底置層の泥層

が隆起するマッドランプ現象が知られている（徳岡
εまカ、，　1994）．

ボーリングコア資料の検討

今回観察したコア試料は，安来道路建設事業と斐

伊川流域地質調査事業（安来地区）で建設省によっ

て行われたものと，建物建設等に伴って行なわれた

ものである。層厚1m毎に50cmはコアが保存されて

おり，もう一方の50cmは土質試験に使用され変形

した試料として保存されている．観察は前者について

半割して肉眼観察を行ない，また後者については参

考として検討した火山灰層と思われるものについ

ては試料を採取して水洗し，実体顕微鏡で観察した．

地下堆積層

　飯梨川テルタの地下断面を図2に，東西方向の模

式断面を図3に示す．

　飯梨川デルタの堆積層は，更新世の砂層および礫

層で構成される地形を埋める形で則テルタ堆積層の

中海層の泥層が重なり，この上位にデルタ堆積層の

中海層の砂層が重なる．
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Fig. 2. Subsurface geologic profiles of the linashigawa Delta 

(A-A' and B-B' are shown in Fig. 1. Legend is shown in the attached figure.) 
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文海進の最高頂期に相当し（中村，1996MS），今回

検討したボーリングコアのアカホヤ火山灰層の分布か

ら，当時の汀線は現在の飯梨川デルタの先端から少

なくとも4km以上陸（南）側にあったと推定される．

ま　　と　　め

　飯梨川デルタでこれまでに行われたボーリング試

料について検討し，地下断面図，中海層の基底面高

度分布，アカホヤ火山灰層高度分布を作成した．そ

の結果，以下のことが明らかになった．

　・検討した45本のコアのうちの9本でアカホヤ火

山灰層がみいだされた．各コアでアカホヤ火山灰層

は中海層の泥層の中～下部の層準に厚さ2cm以下の

層として挟まれている　アカホヤ火山灰層は当時は

海域であった本地域に広く降下し，海底堆積層中に

保存されていると推定される．

　・中海層の下位には大山松江軽石層，三瓶木次軽

石層に覆われた埋没段丘があり，埋没段丘を開削し

た深い谷を姶良Tn火山灰層を挟む堆積層が埋めて

いる　この堆積層の上面も谷が開削され，中海層の

泥層がこれを埋める形で堆積している．
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付図国飯梨川デルタボーリング柱状図

※今回検言寸したボーリングコアのうち主なものについて，コアの観察と記載資料をもとに作成した柱状図を示す．なお，BP39，

　BP40，BP41，BP42，BP43については報告書の記載のみによる．

※それぞれの柱状図の右側に報告書に記載された各深度のN値を示す．

※柱状図上に付した番号は図1のホーリンク地点の番号と対応する

※検討したボーリング資料は下記の事業で行われたものである．　（報告書はシマダ技術コンサルタントにより作成）

　建設省松江国道工事事務所，1992　『安来地区地質調査業務』

　建設省出雷工事事務所，1995　『斐伊川流域地質調査業務（安来地区）』

　安来市役所、て993：『飯島荒島線地質調査業務依託』

　島根県土地開発公社、1993　『安来市飯島地区工業団地造成事業測量地質設計依託』
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